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党区議団ニュースや区政に対するご意見・ご要望をお寄せください

代表質問を行う高柳東彦区議（6月21日、区議会本会議場）

錦
糸
体
育
館
の
利
用
料
値
上
げ
に
反
対

緑
減
ら
す
隅
田
公
園
再
整
備
は
見
直
し
を

　
「
１
０
０
万
円
も
貯

金
で
き
な
い
の
に
、
２

０
０
０
万
円
な
ん
て
と

て
も
無
理
」、「
１
０
０

年
安
心
だ
と
言
っ
て

お
き
な
が
ら
、
こ
れ
で
は
詐
欺
だ
」

｜

厚
生
年
金
だ
け
で
は
老
後
資
金
が

２
０
０
０
万
円
不
足
す
る
と
し
た
金

融
庁
の
報
告
書
に
、
国
民
の
怒
り
が

広
が
っ
て
い
ま
す
▼
年
金
引
き
下
げ

の
仕
組
み「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

は
、
自
民
・
公
明
政
権
が
２
０
０
４

年
の
年
金
法
改
悪
で
導
入
し
た
も

の
。
年
金
額
を
決
め
る
際
、
物
価
・

賃
金
が
上
昇
し
て
い
て
も
、
そ
の
分

よ
り
年
金
引
き
上
げ
幅
を
低
く
抑
え

込
み
、
実
質
的
に
削
減
す
る
も
の
で

す
▼
こ
の「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

を
廃
止
し
、「
減
ら
な
い
年
金
」に
す

る
日
本
共
産
党
の
提
案
に
対
し
、
安

倍
首
相
は「
ば
か
げ
た
案
」な
ど
と
否

定
、「
７
兆
円
の
財
源
が
必
要
」だ
と

言
い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後

さ
ら
に
７
兆
円
も
削
減
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
。
現
在
の
基
礎
年
金（
国
民

年
金
）は
40
年
間
保
険
料
を
払
っ
て

も
月
６
万
５
０
０
０
円
。
そ
れ
が
約

４
万
５
０
０
０
円
に
ま
で
減
る
計
算

で
す
。
こ
れ
で
は
と
て
も
暮
ら
せ
ま

せ
ん
▼
日
本
共
産
党
は
、
◇
高
額
所

得
者
優
遇
の
保
険
料
の
見
直
し
で
年

金
財
政
の
収
入
を
１
兆
円
増
や
す
◇

約
２
０
０
兆
円
に
の
ぼ
る
年
金
積
立

金
を
計
画
的
に
取
り
崩
し
て
活
用
す

る
◇
年
金
の
支
え
手
で
あ
る
現
役
労

働
者
の
賃
上
げ
な
ど
で
保
険
料
収
入

と
加
入
者
を
増
や
す｜

こ
と
を
提
起

し
て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
と
は
別

の
財
源
を
確
保
し
、
低
収
入
の
年
金

生
活
者
の
年
金
額
の
上
乗
せ
給
付
も

不
可
欠
で
す
。こ
れ
ら
を
第
一
歩
に
、

最
低
保
障
年
金
制
度
の
確
立
な
ど
抜

本
的
改
革
を
す
す
め
ま
す
。
年
金
は

老
後
の
暮
ら
し
の
支
え
で
あ
る
だ
け

で
な
く
高
齢
者
の
消
費
増
に
つ
な
が

り
、
地
域
経
済
に
も
貢
献
し
ま
す
。

真
に
安
心
で
き
る
年
金
を
実
現
す
る

た
め
、
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
の
区
長
・
区
議
選
後
、
初
の
定
例
会
と

な
る
墨
田
区
議
会
６
月
議
会
が
、
６
月
13
日
か

ら
７
月
５
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
、
高
柳
東
彦
区
議
が
日
本
共
産
党

の
代
表
質
問
に
立
ち
、
①
年
金
問
題
と
消
費
税

増
税
問
題
、
②
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
③
国

民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
④
保
育
園
等
の

園
外
活
動
の
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
山
本

区
長
と
加
藤
教
育
長
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
、
と
し
ま
剛
区
議
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。（
記
事
２
面
に
）

　

ま
た
、
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
条
例
案
や

陳
情
の
審
査
な
ど
で
積
極
的
な
論
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃
止
し
、

「
減
ら
な
い
年
金
」
の
実
現
を

減らない年金へ、消費税10％の中止

高
柳
「
年
金
収
入
と
支
出

の
差
が
月
５
万
５
千
円
あ

り
、
30
年
間
で
２
千
万
円
不

足
す
る
た
め
蓄
え
が
必
要
」

と
の
金
融
庁
の
報
告
書
と
安

倍
政
権
の
対
応
に
、
国
民
の

怒
り
が
広
が
っ
て
い
る
。
わ

が
党
は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
を
廃
止
し
て
、「
減
ら

日本共産党 高柳東彦区議が代表質問

「
仮
称
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」
の
指
定

な
ど
の
対
策
が
必
要
だ
。

区
長
全
施
設
に
対
し
て
、
散
歩

や
園
外
活
動
等
の
移
動
経
路
の
安

全
性
や
職
員
体
制
に
つ
い
て
、
再

確
認
を
行
う
よ
う
徹
底
を
図
っ

た
。
今
後
は
、
警
察
署
と
連
携
し

て
、
区
の
所
管
部
門
お
よ
び
保
育

園
等
と
も
合
同
点
検
を
実
施
し
、

ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
必
要
な

対
策
を
図
っ
て
い
く
。

低
年
金
者
に
対
し
て
、
月

５
千
円
、
年
６
万
円
の
底
上

げ
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
が
、
区
長
の
認
識
は
ど

う
か
。

区
長
給
付
と
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
は
、

持
続
可
能
で
安
心
で
き
る
年

金
制
度
を
支
え
る
う
え
で
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。

高
柳
区
の
商
店
数
と
工
場

数
も
、消
費
税
の
導
入
以
降
、

急
激
に
減
っ
て
い
る
。
消
費

税
収
は
、
社
会
保
障
の
財
源

ど
こ
ろ
か
、
法
人
税
減
税
の

穴
埋
め
な
ど
に
使
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
わ
が
党
は
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
、
国
保
料

や
介
護
保
険
料
の
大
幅
値
下

げ
、
大
学
授
業
料
の
値
下
げ

な
ど
、
く
ら
し
に
希
望
の
持

て
る
経
済
政
策
を
提
案
し
て

い
る
。
財
源
も
、
富
裕
層
と

大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
求

め
れ
ば
確
保
で
き
る
。
区
も

消
費
税
増
税
の
中
止
と
、
経

済
政
策
の
転
換
を
国
に
要
請

す
べ
き
。

区
長
景
気
の
動
向
や
区
民

生
活
の
状
況
に
つ
い
て
は
注

視
し
て
い
く
。
消
費
税
率
引

き
上
げ
の
中
止
を
国
に
要
請

す
る
考
え
は
な
い
。

高
柳
家
庭
の
経
済
状
況
に

関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど

も
に
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
に
と
っ
て
、
子
育
て

支
援
や
少
子
化
対
策
と
し
て

も
重
要
。
世
田
谷
区
で
は
、

就
学
援
助
の
対
象
を
給
食
費

に
つ
い
て
は
、
生
保
基
準
の

２
・
06
倍
に
引
き
上
げ
た
。

本
区
も
、
就
学
援
助
基
準
を

拡
充
し
、
給
食
費
の
無
償
化

を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
。

教
育
長

就
学
援
助
は
、
現

在
の
基
準
が
妥
当
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
が
、
今
後
と
も

国
や
都
、
他
都
市
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

高
柳
国
保
料
の
通
知
に
、

４
日
間
で
１
２
１
３
件
の
苦

情
や
抗
議
が
あ
っ
た
。
高
い

保
険
料
を
押
し
つ
け
る
こ
と

は
許
せ
な
い
。
特
に
、
子
ど

も
の
均
等
割
の
減
額
な
ど
、

多
子
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
が

必
要
だ
。
区
長
会
と
し
て
実

施
す
る
よ
う
求
め
る
。

区
長
特
別
区
長
会
と
し
て
、

国
に
対
し
、
子
ど
も
の
均
等

割
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
は

じ
め
と
し
た
見
直
し
を
要
望

し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

高
柳

保
育
園
等
に
お
い
て
、
園

外
で
の
遊
び
は
子
ど
も
の
発
達
に

と
っ
て
大
切
で
あ
り
、
そ
の
安
全
確

保
は
極
め
て
重
要
。
各
施
設
か
ら
危

険
な
箇
所
を
出
し
て
も
ら
い
、
関
係

者
や
警
察
、
地
域
の
協
力
も
い
た
だ

き
、
合
同
点
検
を
早
急
に
実
施
す
べ

き
。
そ
の
う
え
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
の
設
置
や
信
号
機
等
の
新
設
、
歩

車
分
離
、
歩
道
の
確
保
、
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
と
同
様
の
交
通
規
制
を
行
う

　

総
合
体
育
館
の
管
理
運
営
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
山

下
区
議
は
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
の
利
用
料
を
支
払
っ
て
温

浴
施
設
だ
け
を
利
用
す
る
人
が

い
る
の
で
、
３
３
０
円
か
ら

５
５
０
円
に
引
き
上
げ
、
温
浴

施
設
だ
け
の
利
用
を
抑
制
し
よ

う
と
す
る
も
の
。
利
用
料
は
、

な
る
べ
く
安
く
す
べ
き
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
引
き

上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
」、「
ラ

ン
ニ
ン
グ
で
利
用
し
て
い
る
人

議
は
「
こ
の
再
整
備
は
、
東
武
線

高
架
下
の
活
用
策
と
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
広
場
の
設
置
な
ど
が
中
心
で

あ
り
、
約
２
５
０
本
あ
る
隅
田
公

園
の
樹
木
を
１
１
０
本
も
切
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
批
判
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
」、「
イ
ベ
ン
ト
広

場
の
部
分
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
な
く

芝
生
に
し
、
新
た
に
樹
木
を
植
え

る
な
ど
、
緑
を
増
や
す
べ
き
だ
。

こ
の
工
事
契
約
は
撤
回
し
、
整
備

内
容
を
再
検
討
す
る
よ
う
」
強
く

求
め
ま
し
た
。

消
費
税
10
％
増
税
は
中
止
し

「
く
ら
し
に
希
望
」
が
も
て
る
政
策
を

学
校
給
食
費
の
無
償
化
め
ざ
し

就
学
援
助
基
準
の
引
き
上
げ
を

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
へ

子
ど
も
の
均
等
割
の
軽
減
を

園
外
保
育
な
ど
の
安
全
確
保

交
通
事
故
対
策
を
早
急
に
実
施
せ
よ

山
下
ひ
ろ
み
区
議
が
討
論

園外保育等の安全対策強化などを迫る

錦
糸
体
育
館
の
利
用
料
値
上
げ
に
反
対

緑
減
ら
す
隅
田
公
園
再
整
備
は
見
直
し
を

７
月
５
日
、
条
例
案
等
の
採
決
に
あ
た
り
、
山
下
ひ
ろ
み
区
議
が

反
対
す
る
議
案
へ
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。(

写
真
）

た
ち
に
ま
で
、
値
上
げ
を
押
し

つ
け
る
の
は
容
認
で
き
な
い
。

温
浴
施
設
だ
け
を
利
用
し
て
い

る
方
々
に
個
別
の
働
き
か
け
を

強
め
る
な
ど
の
対
策
を
図
る
べ

き
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

隅
田
公
園
再
整
備
に
関
わ
る

工
事
契
約
に
つ
い
て
、
山
下
区

な
い
年
金
」に
す
る
こ
と
。
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一般質問を行う、としま剛区議
　（6月25日、区議会本会議場）

墨田区議会6月議会で議決された主な議案等と各党の態度

額
す
べ
き
。

区
長
①
区
内
実
態
調
査
は
考

え
て
い
な
い
が
、
民
間
事
業
者

な
ど
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り

実
態
把
握
に
努
め
る
。

②
機
能
的
に
は
４
万
円
程
度
の

補
聴
器
が
助
成
制
度
に
適
す
る

と
判
断
し
、
そ
の
半
額
を
限
度

額
に
設
定
し
て
い
る
。

　
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

に
つ
い
て
国
会
審
議
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

関
す
る
」
陳
情
が
、
立
花
在

住
の
区
民
の
方
か
ら
提
出
さ

れ
、
７
月
２
日
の
企
画
総

務
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
の
高
柳
東
彦

区
議
は
、「
選
択
的
夫
婦
別

姓
へ
の
民
法
改
正
は
多
様
性

を
認
め
、
個
の
尊
重
を
進
め

る
一
歩
に
な
る
。
女
性
の
職

業
上
の
姓
の
維
持
が
容
易
に

な
る
こ
と
や
、
少
子
化
の
中

で
家
族
の
姓
（
夫
婦
両
方
の

姓
）
を
存
続
さ
せ
や
す
く
な

る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
わ

と
し
ま

①
免
許
返
納
を
し
た

方
に
、
区
内
循
環
バ
ス
の
無

料
パ
ス
・
割
引
パ
ス
を
一
定

期
間
、
交
付
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
。
②
高
齢
者
の
気

軽
な
移
動
手
段
と
し
て
、
循

環
バ
ス
の
ル
ー
ト
増
設
や
双

方
向
の
運
行
を
図
る
べ
き
。

区
長

①
「
高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
」

の
加
盟
店
な
ど
で
特
典
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
周
知
し
て
い

く
。
②
令
和
４
年
度
か
ら
の
次

期
運
行
協
定
に
向
け
、
検
討
を

進
め
て
い
く
。

共産 自民 公明 立憲 都ファ オン 新す 絆 無 Ｎ国 結　果

墨田区附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 可　決

墨田区総合体育館の管理運営に関する条例の一部を改正する条例 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

墨田区印鑑条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

墨田区特別区税条例等の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

墨田区介護保険条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

墨田区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

墨田区保育所等の利用者負担額を定める条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

墨田区立幼稚園の保育料等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

墨田区一般会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

文花子育てひろば新築工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

隅田公園再整備工事（その２）請負契約 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

小梅橋架け替えその他工事請負契約の一部変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

物品の買入れについて（防災備蓄品） 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可　決

東京都後期高齢者医療広域連合議会議員選挙における候補者の推薦について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同　意

選択的夫婦別姓制度について国会審議の推進を求める意見書の提出に関する
陳情

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採　択

沖縄・辺野古の新基地建設中止などを求める意見書の提出に関する陳情 〇 × × 〇 × × × ○ × × 不採択

「労働者協同組合法」の早期制定に関する意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

児童虐待防止対策の更なる強化に関する意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

※「立憲」は「墨田区議会立憲民主党」、「都ファ」は「都民ファーストの会墨田区 議団」、「オン」は「墨田オンブズマン」、「新す」は「新しいすみだ」、
　「絆」は 「地域連合「すみだの絆」」、「無」は「無所属」、「Ｎ国」は「ＮＨＫから国民を 守る党すみだ」の略。 

と
し
ま　
「
使
用
済
み
紙
お
む

つ
を
持
っ
た
ま
ま
買
い
物
す
る

こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
」、「
衛
生

面
で
問
題
が
あ
る
」
な
ど
の
声

が
多
数
あ
る
。
23
区
中
９
区
が

す
で
に
園
内
処
理
を
行
い
、
８

区
が
検
討
し
て
い
る
。
園
内
処

理
は
約
１
２
０
０
万
円
で
実
施

で
き
る
。
補
正
予
算
を
組
む
な

ど
早
急
に
実
施
す
べ
き
。

区
長
衛
生
面
で
の
検
証
、
布

お
む
つ
の
無
償
貸
出
制
度
と
の

整
合
、
費
用
負
担
の
あ
り
方
等

の
検
討
を
経
た
う
え
で
、
慎
重

に
判
断
し
た
い
。

と
し
ま　

①
区
は
、
熱
中
症
予

防
で
対
処
法
な
ど
が
記
載
さ
れ

た
カ
ー
ド
な
ど
を
送
付
し
て
い

る
。
良
い
取
り
組
み
だ
が
、
75

歳
以
上
の
み
。
65
歳
以
上
の
方

に
送
付
す
べ
き
。

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
夏

季
の
電
気
代
補
助
制
度
を
つ
く

る
べ
き
。

③
荒
川
区
の
よ
う
に
、
エ
ア
コ

ン
の
購
入
費
・
設
置
費
の
助
成

を
実
施
す
べ
き
。

④
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド

の
日
陰
対
策
で
テ
ン
ト
等
の
早

期
整
備
、
耐
熱
性
の
床
シ
ー
ト

を
敷
く
な
ど
の
対
策
を
。

区
長

 

①
引
き
続
き
75
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
、
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

②
生
活
保
護
世
帯
に
対
す
る
夏

季
加
算
の
創
設
は
、
国
に
要
望

し
て
い
る
。

③
個
人
の
資
産
形
成
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
の
で
、
現
金
給
付

型
の
補
助
事
業
は
考
え
て
い
な

い
。

教
育
長

④
日
よ
け
の
増
設

は
、
簡
易
な
日
よ
け
ネ
ッ
ト

等
の
運
用
や
、
改
築
の
機
会
に

検
討
す
る
。
遮
熱
タ
イ
プ
の
床

シ
ー
ト
へ
の
改
修
を
順
次
進
め

て
い
る
。

と
し
ま

①
わ
が
党
は
、
補
聴

器
の
購
入
助
成
な
ど
、
聞
こ
え

の
支
援
を
提
案
し
て
き
た
。
補

聴
器
を
利
用
し
て
い
な
い
理
由

の
把
握
な
ど
、
実
態
調
査
を
行

う
べ
き
。

②
わ
が
党
の
調
査
で
、
補
聴
器

を
購
入
し
な
い
理
由
の
ト
ッ
プ

は
「
価
格
が
高
い
」
だ
。
実
態

に
合
わ
せ
、
区
の
補
助
金
を
増

が
党
は
、
結
婚
に
あ
た
っ

て
同
姓
を
強
制
す
る
必
要

は
な
い
こ
と
、
個
人
を
大
切

に
す
る
こ
と
か
ら
選
択
的
夫

婦
別
姓
を
推
進
す
る
立
場
だ

が
、
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。
陳
情
の
趣
旨
を
損

ね
な
い
内
容
で
意
見
書
の
取

り
ま
と
め
が
で
き
る
の
な

ら
、全
会
一
致
が
好
ま
し
い
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

こ
の
陳
情
は
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
、
国
会
お
よ
び
政

府
に
対
し
て
、
意
見
書
が
提

出
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
25
日
、
と
し
ま
剛
区
議
が
一
般

質
問
に
立
ち
、
①
紙
お
む
つ
の
園
内
処

理
の
実
施
、
②
補
聴
器
助
成
の
拡
充
、

③
高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
、
④
熱
中

症
な
ど
夏
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
、
山

本
区
長
と
加
藤
教
育
長
に
積
極
的
な
取

り
組
み
を
迫
り
ま
し
た
。

熱
中
症
予
防
の
通
知
は
65
歳
か
ら

運
動
会
や
プ
ー
ル
の
熱
中
症
対
策
を

保
育
園
の
使
用
済
み
紙
お
む
つ

園
内
処
理
の
早
期
実
施
を

高齢者の交通事故防止へ
免許自主返納への支援策
循環バスの利便性向上を

高
齢
者
の
難
聴
対
策
で
実
態
調
査
を

補
聴
器
助
成
は
実
態
に
合
わ
せ
増
額
を

全
会
一
致
で
採
択

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

国
会
審
議
の
推
進
を
求
め
る
陳
情

と
し
ま
剛
区
議
が
一
般
質
問

と
し
ま
剛
区
議
が
一
般
質
問


